
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

175,000,000

175,000,000

0

0

200,000,000

175,000,000

計　画

175,000,000

175,000,000

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001-07-01-01-003-01-01

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

貸付金 175,000,000

200,000,000 175,000,000

特　記　事　項

特　記　事　項

預託金の３倍を融資するものである。

175,000,000

金　額

特　記　事　項

融資の内訳：運転資金24件、設備資金4件で、大部分が経営基盤の安定に使われている。

175,000,000

貸付件数

４７件 28件

貸付金 200,000,000

サブリーダー 阿久津正典

計
画

町内中小企業経営者に、必要な原資を金融機関に預託し、3倍に資金を貸し付ける。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

貸付金

町中小企業融資振興対策費

実
績

担当部課 産業課
担　当 商工業担当

財
　
源

　急激な景気悪化に対応するため、融資条件の緩和（限度額の引き上げ、長期償還期間の設
定）や町中小企業融資振興会規約の見直しを行い、町内中小企業経営者の負担軽減や事務処
理の迅速化を図った。

どのような成果が現れます（現れました）か？

中小企業の体質の体質強化や経営基盤の安定が図られ、町内商工業の活性化が期待できる。

経済変化に緊急に対応するため、平成２１年２月３日、町中小企業融資振興会を開催し、制度融資
の条件を緩和したことにより、中小・零細企業の資金繰りに対応できた。また、資金が借り易くなり、中
小企業の体質強化や経営基盤の安定の一助となった。　融資限度額　運転資金　2,000万円（前
1,000万円）、設備資金3,000万円（前1,500万円）、償還期間最長10年を設定（設備資金）、

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


